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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，
教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を根本的な理念として実施しています。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいりますので，
皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金等により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金等を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

教弘保険加入と
保険金の支払い

60年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業・福祉事業

日教弘では，60年以上にわたって日教弘では，60年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています。実施しています。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま

新年のごあいさつ
コロナ禍における
不易と流行

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　昨年来，世界中で新型コロナウイルスに翻弄さ
れている状況が見られますが，各学校園におかれ
ましては，子どもたちの健康面・安全面への配慮
や教育の保障等，何かと思い悩まれ手探り状態の
日々ではなかったかと，そのご労苦に敬意を表し
ますとともに，平素からの当弘済会へのご理解と
ご協力に深く感謝を申し上げます。
　昨年は，本当に思いがけずに長期の臨時休業の
措置が取られ，教育活動の停滞を余儀なくされま
したが，先生方のご努力により，オンライン授業
や自主学習の支援が進むなど，新しい動きも見ら
れました。これからは，ＡＩやオンラインなどの
活用が一段と進んでいくものと考えます。
　一方で，そうした新たな状況を迎える今だから
こそ，また，先行き不透明で何が起こるか分から

ない時代だからこそ，人と人との触れ合い，繋が
り，絆の大切さを，これまで以上に大切にしてい
かなければならないと考えています。新型コロナ
ウイルス感染予防に努めることは当然ですが， “人
と人とによる学び合い”の重要性を再認識したい
と思います。
　当弘済会の教育振興事業で寄せられる学校園の
活動には，そうした場面がいっぱいあります。
　今後とも，子どもたちの健やかな成長を願って，
学校や先生方，子どもたちの真の応援団として貢
献していきたいと考えていますので，本年も各種
事業のご活用をよろしくお願いいたします。
　結びに，皆様方のご健勝・ご多幸・ご活躍並び
に当弘済会への一層のご理解・ご協力をお願い
し，新年のご挨拶といたします。

公益財団法人
日本教育公務員弘済会岡山支部
　　　支部長 　竹井��千庫

あけましておめでとうございます 令和3年度　貸与奨学生募集開始のお知らせ
　日教弘岡山支部では，令和3年度分の無利息型貸与奨学金の受付を
2月から開始します。
　申請を予定されている方は，お早目にお申込ください。

※応募締切日が土日祝日にあたる場合は，その直前の平日を締切日（必着）とします。

第一期   募集期間：令和3年２月１日～３月31日／送金予定時期：４月下旬
第二期   募集期間：令和3年４月１日～６月10日／送金予定時期：８月下旬

応募資格 大学院，大学，短期大学，高等専門学校4年以上，専修学校専門課程等に在学または入学予定の学生

貸 与 額 修学期間1年につき25万円，最高100万円まで一括貸与

申込方法 「奨学生申請書等申込書」を日教弘岡山支部事務局までお送りください。折り返し日教弘本部規定の
申請書類をお届けいたします。なお，他の奨学金との併願は不問です。

添付書類 令和2年分給与所得の源泉徴収票，大学等の在学証明書・入学予定の場合は合格証明書（コピー）
（折り返しお送りする申請書類の中でご案内します。）

そ の 他 「奨学生申請書等申込書」および募集要項は，「弘済会報 新春号」と一緒に各学校園にお届けしてい
るほか，ホームページ（http://okakyoko.or.jp）からもダウンロードできます。

第１問　 新型コロナウイルス感染拡大に伴い雇用情勢の厳しさが増している状況から，令和2年度に日
教弘岡山支部で臨時に募集を行った事業は次のうちどれ？

　　　　　　🅰 奨学事業（貸与奨学金および給付奨学金）
　　　　　　🅱 学校研究助成事業 🅲 教育文化助成事業
第２問　 ㈱岡山教弘が取り扱う損害保険について，教職員の方が病気やケガで働けなくなった時，収入

の減少を長期的にカバーできる保険は次のうちどれ？
　　　　　　🅰 教弘まなびやスーパープラン
　　　　　　🅱 教弘フルガード  🅲 教職員収入ロングウェイサポート
第３問　 50歳以上の退職会員を対象に，日教弘岡山支部が実施している一日人間ドック受診補助事業で

は，会員の場合，何円の補助が出る？
　　　　　　🅰 3,000円   🅱 6,000円  🅲 10,000円

三択問題の答えをハガキまたはメールで送ってください。全問正解者の
中から抽選で10名様にお年玉（図書カード3,000円分）をプレゼント！！

きょうこうきょうこう
お年玉クイズお年玉クイズ
問　題

答え，所属(校園名)，氏名，電話番号を記載し，郵送
またはメールでご応募ください。締切は1月27日（水）
必着。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。

応募方法
〒703-8258岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会
　　　　　岡山支部「弘済会報」係
E-mail：okayama@okakyoko.or.jp

応 募 先

令和2年度奨学事業（貸与および給付）のご報告
　令和2年度の奨学事業（貸与および給付）について，新型コロナウイルス感染拡大に伴い雇用情勢の厳しさが増して
いる状況から，臨時で追加募集を行いました。去る12月15日，奨学生選考委員会を行い，次のとおり決定しました。

貸与奨学金　1名に75万円を貸与
　貸与型の奨学事業は，大学（院）や短期大学，高等
専門学校，専修学校専門課程に在籍の学生を対象に募
集しました。選考の結果，1名に75万円を貸与するこ
とを決定しました。

給付奨学金　55名に550万円を給付
　給付型の奨学事業は，県内の高等学校および特別支援学
校高等部等に在籍する生徒の修学支援を目的として実施し
ています。選考の結果，55名に550万円（1名に付き10
万円）を給付することを決定しました。
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　教育研究論文・著書助成事業は，日々行われている
実践的な教育研究についての論文・著書を募集し，優
秀な研究を表彰するとともに，その研究内容を広く共
有することを目的としています。

　今年度は学校部門14編，個人部門22編，著書部門4
編の計40編のご応募をいただきました。ご多忙な中，
創造的に教育実践に取り組まれ，ご応募いただいた先
生方のご努力に敬意を表します。
　去る10月13日，おかやま西川原プラザにて令和2年
度教育研究論文・著書最終審査会が行われ，最優秀賞
をはじめとする各賞の受賞者が決定されました。

● 学 校 部 門
賞 論文題目 所属名 代表者名

最優秀 ハイブリッド型授業による主体的・対話的で深い学びの創出
― 一人一台所有のChromebookの効果的な活用 ―

岡山県立
林野高等学校

校長
竹内　成長

優秀 首長部局・地域との協働による「社会に開かれた教育課程」で育つ子どもたち
― 「草間台こども観光大使」の取組を中心に ―

新見市立
草間台小学校

校長
三上　裕弘

優秀 自信と誇りを持ち，ひたむきに躍動する生徒の育成
― 学びと育ちをつなぐ「かつたっ子15の春プロジェクト」を通して ―

美作市立
勝田中学校

校長
景山　智子

優秀 倉工スタンダードを学校経営目標に位置付けたカリキュラム・マネジメントの実践
― ものづくりを通した人づくり ―

岡山県立
倉敷工業高等学校

校長
安藤　正道

● 個 人 部 門
賞 論文題目 所属名 氏名

最優秀 コロナ禍に負けない自主学習力を育む学び方改革
― 自主学習を核として主体的に学びを進める子どもの育成をめざして ―

岡山市立
岡山中央小学校

指導教諭
金田　典子

優秀 みんな分かる・みんなできる【かがやき学級】を目指して
― 学びに前向きに取り組む学級集団づくりについての一考察 ―

真庭市立
米来小学校

教諭
森岡　浩美

優秀 児童の意識を大切にし，深い学びをめざす理科学習
― 3年生「音を出して調べよう」の実践 ―

赤磐市立
山陽西小学校

指導教諭
東野　圭佑

優秀 「キャリア・パスポート『スタイルブック』を活用した質の高い振り返りの実践」
― 学びに向かう力の育成と進路実現に向けた効果的な指導を目指して ―

岡山県立
井原高等学校

主幹教諭
前﨑　靖彦

ホームページ（http://okakyoko.or.jp）に，全ての受賞者および研究テーマを掲載しています。
4月には優良以上の受賞論文を掲載します。

● 著 書 部 門
賞 著書名 所属名 氏名

優秀 みんなでできる！超盛り上がる！
算数パズル・ゲーム60

岡山市立
建部中学校

校長
松浦　敏之

特選・入選作品展示会開催特選・入選作品展示会開催

　去る12月8日，おかやま西川原プラザにて令和2年
度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査会が開催
され，応募総数2,026点の作品の中から特選12点と入
選24点が選考されました。特選・入選作品が掲載され
た令和3年度用カレンダーは，3月上旬に各学校園へ
お届けいたします。

● 展示期間：令和3年3月18日～3月24日
● 展示時間：9：00～17：00（最終日は14：30まで）
● 展示場所：おかやま西川原プラザ２階ギャラリー
　　　　 　　（岡山市中区西川原255）

令和3年度用「岡山県教育カレンダー」掲載絵画決定！

令和2年度　審査会

 入選受賞者（題名省略）
校　　名 学年 氏　　名 校　　名 学年 氏　　名

岡山大学教育学部附属小学校 1 羽場　結香 矢掛町立美川小学校 5 岸戸柚季奈
赤磐市立城南小学校 1 角南　海心 倉敷市立中洲小学校 6 𠮷本はるな
玉野市立日比小学校 1 中務里帆子 倉敷市立二万小学校 6 安達　香織
岡山市立岡山中央小学校 2 三原　小奈 井原市立芳井中学校 1 三宅　永流
赤磐市立城南小学校 2 森末　姫夏 総社市立総社東中学校 2 中山　佳亮
岡山市立御野小学校 3 山下日菜子 倉敷市立倉敷第一中学校 2 森川　らら
倉敷市立西阿知小学校 3 小迫　海翔 笠岡市立大島中学校 3 大島　悠登
倉敷市立茶屋町小学校 4 橋本　　遥 岡山市立桑田中学校 3 玄古　乃愛
倉敷市立乙島小学校 4 西村　日和 岡山県立玉島高等学校 1 佐藤　小波
岡山市立高島小学校 4 角道　麻衣 岡山県立岡山工業高等学校 2 佐藤　智代
玉野市立日比小学校 4 小川智帆里 岡山県立東備支援学校（高等部） 2 内田　由樹
岡山大学教育学部附属小学校 5 石井　梨心 岡山県立津山工業高等学校 3 金藤　亜廉

 特選受賞者
月 校     名 学年 氏   名 賞 題       名
4 岡山県立津山工業高等学校 3 福田　桃加 岡山県高等学校長協会長賞 夜桜
5 岡山市立足守小学校 6 渡辺　将人 山陽新聞社長賞 倉敷美観地区
6 井原市立高屋中学校 3 浦上　未侑 岡山県中学校長会長賞 藤棚
7 玉野市立日比小学校 3 米原　宗佑 岡山県小学校長会長賞 かきごおりがずっとたべれる
8 総社市立総社東小学校 5 中山　華綸 RSK山陽放送社長賞 夏祭り
9 笠岡市立金浦小学校 3 三谷　幸永 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞 あつかったドッジボール
10 倉敷市立乙島小学校 4 森山　紗衣 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞 子供みこし
11 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 横山　可怜 岡山県知事賞 読みふける秋～岡山大学筋銀杏並木～
12 岡山大学教育学部附属小学校 2 黒瀬　琴音 岡山県教育委員会教育長賞 おじいちゃんとおもちつき
1 岡山大学教育学部附属小学校 4 橋本　典果 NHK岡山放送局長賞 たこたこ上がれ  ねがいをとどけ
2 総社市立常盤小学校 5 馬場　勝大 OHK岡山放送社長賞 迫力満点のそり遊び
3 笠岡市立新吉中学校 1 石田　悠月 一般財団法人岡山県教育会理事長賞 春を待つ道

ぜひお越しください♪

ホームページ(http://okakyoko.or.jp)
に，特選・入選作品を掲載しています。
ぜひご覧ください！

4月には優良以上の受賞論文（著書は概要）
を掲載した「教育研究集録」を各学校園にお
届けします。受賞者の方々のすばらしい取り
組みをご一読いただき，皆様の日頃の教育活
動の中で参考にしていただければ幸いです。



「退職準備セミナー」開催のご案内
岡山会場（定員75名）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
TEL（086）272-1923

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

※ カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

1月16日（土）

主な内容

申込方法

⃝教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
⃝「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
⃝専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

【教弘保険にご加入の定年退職の方】
令和2年9月上旬にご自宅宛てに郵送させていただいたご案内の封書
の中に，返信用ハガキを封入しております。そのハガキにてお申込ください。
ご参加の可否は，ハガキの先着順により決定します。

【教弘保険に未加入の定年退職の方および定年退職以外のご退職予定の方（早期ご退職者）】
日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。

参加費
無料

本年度は，新型コロナウ
イルス感染拡大防止の
ため，本年度末にご退職
される方に限り，定員を
決めて開催しています。
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岡 山 教 弘 友 の 会 の ご 案 内
「岡山教弘友の会」は，ご退職後も「教弘保険」をご継続いただいている方を会員とし，各種福祉事業を実施し
ています。ぜひご退職後も「教弘保険」をご継続いただき，弘済会事業をご活用ください！

　主な行事・各種福祉事業
■友の会総会（隔年開催）
2年に1度開催する総会では，記念公演や懇親会を企画・実施しています。
総会のご案内は開催年の9月頃に送付します。

総会 記念公演（落語） 懇親会

楽しい企画が盛りだくさん！
退職後の交流の場としてご活用
いただいています♪

ご退職予定の
会員の皆様へ

■友の会入会記念品　　　■宿泊補助　　　■会食補助
■一日人間ドック受診補助　　　　■大腸がん検診補助各種福祉事業

■友の会国内旅行（毎年企画）・海外旅行（隔年企画）
友の会では，国内旅行を毎年，海外研修旅行を隔年で企画しています。世界遺産や，NHK大河ドラマの舞台などを
巡り，ゆとりある旅程でゆっくりと疲れを癒していただきます。
会員の方には，旅行代金の補助もあります。

●国内旅行補助額／10,000円　●海外研修旅行補助額／20,000円
ご夫婦やご友人グループで
ぜひご参加ください♪

水前寺公園にて熊本城にて桜島にて

■友の会交流会・一日研修旅行（隔年開催）
総会を開催しない年度に，岡山市内以外で，交流会と一日研修
旅行を企画・実施しています。

交流会 交流会 一日研修旅行（足立美術館）

交流会では，総会同様，記念公演や懇親
会を企画・実施しています♪
一日研修旅行は，「宿泊を伴う旅行が難し
い」というお声から企画した日帰りバス
旅行です♪

⃝ジブラルタ生命保険㈱教職員専用フリーダイヤル　☎0120－37－9419
⃝岡山第一・第四・第六　　　☎086－271－2010　　⃝岡山第二・第五・第七　☎086－234－7501
⃝津山　　　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　⃝倉敷　　　　　　　　　☎086－422－1769
⃝笠岡　　　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　⃝総社　　　　　　　　　☎0866－92－6550

教弘保険についてのお問い合わせは，ジブラルタ生命保険㈱岡山支社各営業所まで

※この内容は，2020年12月1日現在のものです。ご契約にあたっては必ず共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命の「保険設計書（契約概要）」および「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。

教弘保険のご案内　　令和3年3月末ご退職予定の皆様へ

教弘保険未加入の方は，
現職中にぜひご加入を

ご退職後も65歳まで，現職中と同じ保険料で同様の保障
教弘保険は，教職員相互扶助の精神に基づいてつくられた共済制度（提携保険事業）で，特に
60歳から65歳の間も現職時と同じ保険料で同様の保障を受けられます。

１
おすすめ

65歳以降も80歳まで継続が可能
教弘保険を65歳まで継続すると，健康状態の如何にかかわらず，80歳まで既加入の保険金
の範囲内で継続が可能です。（新教弘保険K型「5年更新」へ加入による）
※保険料は年齢・性別により異なります。

2
おすすめ

教弘保険加入者としての特典
ご退職後も教弘保険を継続されると，日教弘岡山支部の実施する福祉事業（一日人間ドック受診補助，
大腸がん検診補助，宿泊補助，会食補助等）をご利用いただけます。
また，ご退職された教弘保険加入者で構成する「岡山教弘友の会」の会員資格（会費無料）が得られ，
総会，交流会，旅行等の行事に参加していただけます。

3
おすすめ

現職で保険年齢60歳以下までが，
教弘保険に加入できるラストチャンスです。
その後は，新たに教弘保険に加入することはできません。

ぜひご継続を ご退職後も豊かで安定した生活を送るためには，万一に備えての保険は必要と考えます。
ご退職後は教弘保険に新たに加入はできませんので，ご継続されますことをおすすめします。

詳しくは右ページをご参照ください。
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【お願い】会食補助券のご利用方法について
会員の皆様を対象とした福祉事業「会食補助券」について，
いつもご利用いただき，ありがとうございます。

今後ご利用される皆様にお願いがございます。

★「会食補助券」は，お食事をされた当日に施設へご提出ください。★
懇親会などのご利用で，お支払が後日精算の場合でも，必ず当日中にご提出ください。
後日精算時にご提出された場合は，施設によっては補助を受けられないことがありますので，ご留意ください。

大腸がん検診のご案内大腸がん検診のご案内検診費用
無料

令和２年度�大腸がん検診申込書
①氏
ふりがな
名：　　　　　　　　　　

　会員番号（10桁）：　　　　　　　　　　
②生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女
③ご住所
　郵便番号：　　　　　　　
　ご住所　：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　電話番号：　　　　　　　　　　

以下，配偶者の受検を希望される方のみ

④配
ふ り が な
偶者氏名：　　　　　　　　　　

　受検区分　：A・B
　生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女

申込期日：令和3年１月28日㈭ 必着

定期的な検診で
健康状態を

チェックしましょう！

●対象者
　満40歳以上で，次のいずれかに該当する方
　⃝弘済会会員およびその配偶者
　⃝弘済会準会員

●募集定員
　600名（退職会員含む。先着順）

●検査料
　無料
　ただし，検体の郵送料のみご負担ください。

●検査方式
　自己採便方式

●委託医療機関
　公益財団法人岡山県健康づくり財団

●申込方法
　 右の「申込書」に必要事項をご記入の上，切

り取り後，ハガキに貼付，もしくは封筒に入
れてお申込ください。

●あて先
　〒703-8258
　岡山市中区西川原255おかやま西川原プラザ内
　日教弘岡山支部「検診」係

●配偶者の受検申込をされる方へお願い
　⃝ 申込書に，配偶者の氏名（ふりがな必
須）・生年月日・年齢・性別を必ずご記
入ください。

　⃝ 申込書内④の配偶者の受検区分は，「A夫
婦ともに受検」「B配偶者のみ受検」のい
ずれかに〇をしてください。

　　 A・Bどちらの場合も，①～④の項目を全
てご記入の上，一枚の申込書でお申込くだ
さい。

●実施日程
　⃝申込期日…令和3年1月28日（木）必着
　⃝ 検査キット送付…令和3年2月21日頃。同封の説明書により検

体を採取し，期日厳守で医療機関あてに送付してください。
　⃝結果通知送付…3月中旬。
　※ 検査キットおよび結果通知は，医療機関よりご自宅あてに

送付されます。

あしあと～学校訪問をさせていただいている弘済会参事よりメッセージ～

　今年で５年目を迎え，6人の参事の中で古参になってし
まいました。中学校を退職して８年になりますが，学校
園の訪問を通して，今でも学校や児童生徒と繋がってい
るという気持ちを持つことができ，楽しく仕事をさせてい
ただいています。
　ジブラルタ生命の担当者が学校を訪問して紹介してい
る教弘保険は，一般の保険とは違い我々の先輩が先生
方のために開発した保険であること，又この保険は，福利
厚生の充実はもちろん，教育関係者であれば常勤，非常
勤を問わず，そして退職後も活用することができるという
有利性を，一人でも多くの先生方に理解して欲しいと，日々
学校園を訪問しています。気軽に声をかけてください。

もっと知ってよ。弘済会を !
� 参事　横山　福水

　各学校園を訪問させていただくと，コロナ禍で日々の
状況が変化する中，その対応に追われている学校園の様
子を伺うことができました。特に，部活動の大会や修学
旅行など学校行事の実施形態に苦心されている管理職の
先生方の姿がありました。そのような中でも，園児への
チューリップの球根贈呈では，マスク姿で元気一杯に応
えてくれる園児の姿がありました。まだまだ先は見通せ
ませんが，一日も早くコロナ禍が終息することを願うばか
りです。
　今後も多くの先生方に，弘済会の事業をご活用いただ
けるよう広報に努めていきたいと思っていますので，よろ
しくお願いします。

一日も早い終息を
� 参事　中山　弘輝

　東備地域と玉野市を担当して，2年目になります。新型
コロナウイルスの影響で，先生方は多事多端で，気の休
まる暇もなかったと思います。
　先日，昼休みに小学校を訪問した時の事です。車を止
めると，男子が駆け寄って来て愛想よくあいさつをしてく
れました。低学年の男子は，「見て‼豚の丸焼き。」と，鉄
棒にぶらさがったまま，大声で私を呼びました。みんな
大笑いです。
　やっぱり学校は，こうでないといけません。「最終受益
者は子どもたち」を念頭に，今年も多くの先生方に弘済
会の各種教育振興事業を利用していただけるよう，活動
していきたいと思います。

豚の丸焼き
� 参事　坂田　智明

　参事として学校園を訪問させていただいて早4年目に
なりました。今年度も弘済会員になることができる対象
教職員の方々に弘済会の理念や事業を知っていただき，
有益な情報を提供するように心掛けて活動しています。
　しかし，今年度は，新型コロナウイルス感染拡大防止
のため，助成金の贈呈時に説明会の自粛により説明の機
会がなくなり，対面しての情報提供ができませんでした。
学校園でも，例年どおりの行事などの活動ができず，子
ども達のために代替え行事を工夫している様子に接し，頭
が下がる思いでした。
　また，学校園訪問や校園長会，副校長・教頭会での説
明の際は，忙しい中でも温かく迎えてくださり有り難かっ
たです。ありがとうございました。

訪問時の対応に感謝
� 参事　浅野　静雄

　昨年度末からの新型コロナウイルスの影響で，学校園
環境の整備，教育課程の組み替え等，なかなか先の見通
しが持てない毎日をお過ごしのことと思います。
　そんな中，今年度も各校園を訪問させていただいてい
ます。先生方には，いつも丁寧な対応をしていただき，本
当に感謝しています。そして，難しい状況でも子どもた
ちを第一に考えた学校・園の運営にご苦労されているこ
とに，心より敬意を表するものです。
　どうか今後も弘済会の事業をご活用いただき，お役立
ていただければ幸いに存じます。

有り難うございます
� 参事　山岡　哲史

　今年度から新任参事として県西北部の学校を訪問
させていただいています。訪問に際し，お忙しい中，い
つも温かく対応していただきありがとうございました。
　子どもたちのために日々尽力されている先生方のお
姿を見聞きするにつけ，『「最終受益者は子どもたち」
との弘済会事業の理念をしっかり胸に刻み，活動しな
ければ！』との思いを強くしたところです。
　今後も，子どもたちや先生方の応援団としてお役に
立つ情報をお届けできるよう努めていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

多くの出会いに感謝‼
� 参事　東　史高
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鏡
野
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大
野
小
学
校

たすけあう子  かんがえる子  げんきな子

　本校では，なわとび運動に年間を通して取り組み，体力の向上を
図っています。なわとびは，運動能力全般を高めるために効果的な
全身運動で，短い時間でもあまり広くない場所でも気軽に取り組め
る運動です。
　体育の授業だけでなく月曜日の昼休みに「大野っ子タイム」を設定
し，月に1回，全校で「なわとび検定」を行っています。縦割り班で
取り組み，結果を個人カードに記入していくことで，児童は意欲的
に取り組むことができています。

■ なわとび運動で体力づくり   

なわとび検定の様子

　本校の歴史は，明治7年の切磋，自修の両小学校の設置にはじまります。その後，明治24年に尋常大
野小学校，昭和22年に大野小学校に改称されました。現在の校舎は平成元年に改築されたものです。平

成27年には全教室にエアコンが設置
され，恵まれた環境の中で，全校児
童167名が学校生活を送っています。
　また，豊かな自然に囲まれた学校
で，県の文化財に指定されている「大
野の整合」と呼ばれる有名な地層を
近くに見ることができます。

　本校の正面，児童玄関の
目の前に，「巣立ちの像」が
設置されています。平成元
年の改築に合わせて，当時
の PTAが中心となって発
案し設置した像で，大野学
区の多くの方々の寄付金
が財源となっています。平
和のシンボルのハトと二
人の子どもの像ですが，大
野小学校の子どもたちが，
平和な未来に向かって力
強く羽ばたいていこうと
する姿を表現しています。

■ 未来に向かって～巣立ちの像～ ■ 異学年朝学習の取組   
　毎週木曜日の朝学習では，6年生と4年生，5年生と
3年生がペアで「異学年朝学習」を行っています。算
数の問題を中心に，5・6年生が事前にペアとなる下学
年の児童の問題を解き，その教え方を考えておきま
す。当日はペアの児童の様子を見ながら，アドバイ
スをしたり丸付けをしたりします。下学年の児童は，
分からない箇所を丁寧に教えてもらうことで基礎学
力の向上を目指し，上学
年の児童は，既習事項の
復習と説明する力をつ
けることを目指してい
ます。児童同士の関わり
合いは，意欲的な取り組
みにつながっています。 異学年朝学習の様子巣立ちの像

三世代交流会　30回記念集合写真

三世代交流会　ゲームを楽しむ様子

　平成2年度より，毎年秋に開催している学区を挙げての三世代
交流会。残念ながら令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止となりましたが，昨年度は第30回記念の交流会を
開催することができました。
　全校児童が20の縦割り班に分かれ，保護者，地域の方，こども
園の幼児やその保護者と共に，学校周辺のウォークラリーを楽し
み，昼食には名物となっている「大野鍋」をみんなで会食するイベ
ントです。約 3キロのウォークラリーコースには，クイズやゲームの
チェックポイントがあり，学区の老人会や地区長会，こども園，小学
校PTAなどの各団体がそれぞれのポイントを担当し，工夫を凝らし
た内容で参加者を楽しませてくれます。
　「大野鍋」は地域の栄養委員さんと愛育委員さん達が，地域
の方や児童が作った野菜や餅米を使い，約500食を前日から仕込
んで用意してくださっています。地域の力が集結した交流会を，来
年度は開催できることをみんなで願っています。

■ 地域とのふれあい  大野学区三世代交流会   

校舎外観 松本 征史 校長
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穂
群
れ
る
里
に
陽
は
ま
た
昇
る

退
職
会
員
　
桐
野
　
忠
夫

〈
入
選
〉

マ
ス
ク
し
て
世
界
が
語
る
マ
ス
カ
レ

ー
ド
姿
を
見
せ
ぬ
主
催
者
は
誰

退
職
会
員
　
渡
辺
　
智
子

コ
ロ
ナ
禍
に
生
ま
れ
し
男
子
首
据
わ

り
百
日
の
餅
を
食
べ
る
喜
び

和
気
閑
谷
高
　
北
川
久
美
子

亡
き
父
の
外
の
様
子
を
伺
ひ
て
見
知

ら
ぬ
父
が
大
き
く
現
る

岡
山
芳
泉
高
　
貝
畑
　
信
行

大
海
に
船
出
し
て
ゆ
く
生
徒
達
何
時

で
も
帰
れ
君
の
母
港
へ

岡
山
学
芸
館
高
　
三
宅
　
洋
広

災
害
を
乗
り
越
え
た
孫
い
つ
の
日
か

そ
の
苦
し
み
は
生
き
る
力
に

高
梁
城
南
高
　
西
村
　
　
毅

こ
の
月
を
玉
野
の
背
子
も
観
て
お
る

か
古
代
の
恋
に
吾
重
ね
お
り

退
職
会
員
　
矢
田
　
　
寛

新
聞
の
見
出
し
の
漢
字
一
目
見
て
鉛

筆
持
ち
て
紙
に
練
習

退
職
会
員
　
花
房
　
富
恵

缶
づ
め
の
研
修
終
え
て
自
信
で
き
社

会
人
ら
し
き
顔
し
て
帰
る

退
職
会
員
　
奥
山
　
拓
美

鈍
行
で
ゆ
っ
く
り
行
こ
う
青
春
切
符

歩
け
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら

財
田
小
　
三
好
　
隆
志

コ
ロ
ナ
禍
に
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ほ
し

く
な
り
い
つ
に
も
増
し
て
新
聞
熟
読

退
職
会
員
　
藤
原
　
隆
志

そ
の
人
の
多
く
の
こ
と
を
語
れ
る
が

姓
名
だ
け
が
う
か
ば
ぬ
つ
ら
さ

富
山
小
　
服
部
　
　
誠

◆
選
者
吟

切
り
花
の
千
て
ふ
奢
り
犇
め
け
る
隙

な
る
水
は
い
よ
よ
澄
み
つ
つ

教
弘
俳
壇

伊
東
　伸
介
選

〈
特
選
〉

地
球
儀
を
回
す
紅
葉
の
国
が
あ
る

就
実
高
　
土
師
　
康
生

（
評
）
地
球
儀
を
回
す
。
そ
こ
に
は
多
く
の

紅
葉
の
美
し
い
国
が
あ
る
。紅
葉
の
美
し
さ
は

日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。カ
ナ
ダ
・
メ
ー
プ

ル
街
道
の
カ
エ
デ
や
、
ス
イ
ス
・
レ
マ
ン
湖
畔
の

葡
萄
畑
の
紅
葉
は
世
界
的
に
有
名
で
あ
る
。

選
者
が
岡
山
県
で
最
も
美
し
い
と
思
う
岡
山

県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
紅
葉
を
見
て
ほ
し
い
。

野
球
場
を
囲
む
「
生
き
て
い
る
化
石
」メ
タ
セ

コ
イ
ヤ
。
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
を
縁
取
る
タ

イ
ワ
ン
フ
ウ
と
メ
キ
シ
コ
原
産
の
モ
ミ
ジ
バ
フ

ウ
。イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
巨
木
紅
葉
群
だ
。

地
球
儀
を
回
し
た
ら
次
は
運
動
公
園
を
歩
こ

う
（
走
ろ
う
）。

〈
佳
作
〉

三
密
に
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
ろ
里
の
道

退
職
会
員
　
松
元
　
慶
子

湯
上
が
り
の
火
照
り
抑
え
る
ひ
や
お

ろ
し

片
上
高
　
森
　
　
稔
倫

〈
入
選
〉

風
少
し
あ
れ
ば
ほ
ろ
ほ
ろ
こ
ぼ
れ
萩

津
山
高
　
落
合
　
範
昭

宝
船
作
法
を
姉
に
教
へ
ら
れ

岡
山
城
東
高
　
別
所
　
琴
美

鈍
色
の
空
低
く
舞
う
秋
茜

玉
島
高
　
羽
原
　
由
子

一
粒
の
雨
垂
れ
光
る
秋
簾

岡
山
芳
泉
高
　
貝
畑
　
信
行

復
興
と
言
う
は
易
し
と
冬
銀
河

笠
岡
高
　
山
﨑
　
淑
加

曼
珠
沙
華
真
紅
に
燃
え
て
君
懐
ふ

退
職
会
員
　
渡
辺
　
智
子

十
月
を
色
ど
る
襟
の
赤
い
羽
根

退
職
会
員
　
奥
山
　
拓
美

箸
遣
い
慌
て
て
直
す
秋
の
恋

退
職
会
員
　
田
中
由
美
子

凪
ぐ
川
面
岸
の
楓
が
紅
を
さ
す

総
社
東
中
　
菅
野
　
孝
江

空
見
上
げ
冬
の
星
座
の
心
地
よ
さ

高
梁
城
南
高
　
西
村
　
　
毅

緑
陰
で
マ
ス
ク
を
は
ず
し
生
き
返
る

富
山
小
　
服
部
　
　
誠

空
蟬
が
朝
顔
登
る
夏
の
朝

岡
山
学
芸
館
高
　
三
宅
　
洋
広

◆
選
者
吟　

サ
ン
ス
ー
シ
宮
殿

ポ
ツ
ダ
ム
の
葡
萄
紅
葉
や
祈
平
和

教
弘
柳
壇

丸
山
　敏
幸
選

〈
特
選
〉

肩
ひ
じ
を
は
ら
ず
の
ど
か
な
夢
ひ
た

る

美
作
高
　
初
川
　
　
渉

（
評
）世
間
に
は
人
生
の
達
人
が
沢
山
居
る
。

そ
の
人
達
は
自
分
の
価
値
観
を
持
ち
、
心
豊

か
に
暮
ら
し
て
い
る
。
朝
目
が
覚
め
た
こ
と
を

喜
び
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。コロ
ナ
禍
の
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、

普
通
の
暮
ら
し
が
輝
い
て
見
え
る
。

　
こ
の
句
の
中
に
難
し
い
言
葉
は一つ
も
使
わ

れ
て
い
な
い
。
自
然
の
お
だ
や
か
な
空
気
に
、

作
者
が
つ
つ
ま
れ
て
い
る
情
景
が
目
に
浮
か

ぶ
。
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
平
易
な
言
葉
で

表
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
言
葉
遊
び
に
な

ら
な
い
よ
う
、
肩
ひ
じ
を
張
ら
な
い
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
。

〈
佳
作
〉

非
常
時
が
日
常
と
な
り
生
き
て
い
る

岡
山
芳
泉
高
　
貝
畑
　
信
行

灯
を
と
も
し
父
は
ひ
と
り
の
夕
餉
時

瀬
戸
高
　
北
村
　
庸
江

逢
い
た
く
て
で
も
逢
え
な
く
て
後
の

月

退
職
会
員
　
渡
辺
　
智
子

〈
入
選
〉

コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
心
が
た
め
さ
れ
る

岡
山
学
芸
館
高
　
三
宅
　
洋
広

母
さ
ん
の
口
癖
す
ぐ
に
子
に
移
り

就
実
高
　
土
師
　
康
生

目
が
覚
め
て
生
き
て
る
吾
に
感
謝
す

る

退
職
会
員
　
花
房
　
富
恵

★
次
号
は
五
月
七
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、は
が
き
に
作
品
（
三
点

以
内
）・
勤
務
先･

氏
名
を
明
記
。

事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教
弘
俳

壇
係
、
教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

　

次
回
会
報
一八
〇
号
「
春
号

（
保
存
版
）」
で
は
、
文
芸
の
ひ
ろ

ば
は
お
休
み
で
す
。一八一号
「
夏

号
」
は
七
月
十
日
発
行
で
す
。

★�

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。
初
め
て
の
投
稿
、
現
職

の
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

作
品
募
集

共
稼
ぎ
今
夜
は
夫
の
味
で
食
べ

退
職
会
員
　
奥
山
　
拓
美

秋
風
が
ゴ
ー
ト
ゥ
ー
使
え
と
ふ
れ
あ

る
く

退
職
会
員
　
松
元
　
慶
子

コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
ぬ
夜
な
し
と
言
い

聞
か
せ

退
職
会
員
　
藤
原
　
隆
志

松
茸
も
絶
滅
危
惧
種
仲
間
入
り

退
職
会
員
　
田
中
由
美
子

コ
ロ
ナ
禍
で
新
聞
欄
の
中
止
記
事

高
梁
城
南
高
　
西
村
　
　
毅

部
活
塾
ス
マ
ホ
晩
飯
お
っ
と
宿
題

岡
山
城
東
高
　
大
西
　
浩
史

冷
暖
房
ど
ち
ら
を
つ
け
る
か
一
瞬
の

秋

富
山
小
　
服
部
　
　
誠

◆
選
者
吟

初
泣
き
の
や
や
こ
間
も
な
く
初
笑
い




